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いうふうに考えている方が非常に多い。具体
的にいうと、専門的な技術 とか、そういう能
力を身に付けて、 より高いレベルの仕事を求
めていくことが一般的であるので、そういう
ことに対する配慮である。あるいは、それが
見えるようにするということが大事である。
向学 已・ということに対して、よく注意してい
く必要があるということかと思います。それ
プラス、社員旅行といいますか、そういう社
内のコミュニケーションといったことも大事
で、それをやることによって、情報交換と
か、あるいはお互いのきずなが深 くなるとい
うメリッ トもあると、こういったメンタリ
ティの部分 も非常に大事であるというお話を
箕田様の方からお伺いしました。日本では最
近、社員旅行ってあまりはやらなくて、昭和
の時代には結構やっているのが一般的でした
けど、最近はあんまりはやらなくなったんで
す。中国ではそういったものが非常に、逆に
人気があるということなんです。広崎先生の
方からは、世界会議のようなものを通じて、
ナレッジシェアといいますか、そういったも
のがむしろ座学よりも効果があるんですか
ね。そういったものをやってみて発見したと
いう話がありました。確かにこういうのが大
事なんですよね。分かりました。今日も後で
レセプションがあ りますので、座学でなくて
大いに雑談 といいますか、その議論の中で逆
にナレッジを含めていただければと思いま
す。
　時間もなくなりましたので、最後のテーマ
になるかと思います。研究開発という点がご
ざいました。中国において、昔は世界の工場
であった。現在は世界の市場だという言い方
をされている。さらにはその中で、中国市場
に適応 した、あるいは中国の人に合ったアプ
リケーションを開発するとか、R&Dの 拠
点をつくっていくと。両者とも今ではやって
おられるという話があったと思います。こう
いった研究開発拠点、こういったものを中国
の中で展開してい くという上において、どう
いう点が大事なのか。中国において研究開発
の拠点をつくっていくことに関して、こうい
う点が大事であるというふうな……技術経営
ということもあるかもしれませんけれども、
特に留意すべき点があるのかないのか。その
辺、アメリカにおけるR&Dの 拠点 とは違
うと思います し、口本における研究所とは違
うというような点力洞 かございませんか。そ
の辺をちょっと。
箕田　私は研究開発は素人ですから、私の方
から先に話したらいいですけど。唯一の研究
拠点というのは1998年、だからもう12～13
年たっているんですかね。 もう、今、100人
を超えている。3拠点、あると。これはネッ
トワーク、それからDCデ バイス。それか
ら、それがOCR、スキャナにつながってい
る、こういうこともやっているんですね。そ
この辺りが非常に価値 という共通なところで
やっているのが、唯一の研究開発ってのは特
徴的かなと思っております。
　 一般的に、先ほど広崎先生、優秀な人間は
中国に13倍いるって、確かにそうです。今
はもっと多いか……。かばんをほっぽり出し
て野球をやっていた私のころとは違って、も
のすごくみんな勉強します し、優秀な人間は
非常に増えているんです。それがしか も、
今、人件費安いですから、人件費安くて優秀
な人材 と見たら、非常に魅力的な市場だと思
います。
　 ただ、 もう1つ、これ、人件費がそのう
ち、あと10年であれば確実に追いつくでしょ
う。だから人件費に期待してはいけないと思
いますね。やっぱり、もとの中身、能力。そ
のときに私が思うのは、これ、研究開発で何
をやるのかが大事なんです。これをやれると
いうことで、問題解決能力ですね、問題発見
能力の方がこの研究所にとっては大事。これ
はまだ分か りませんよ。私、日本の方がす ぐ
れているかなと。これは日本人が もっと、
もっと頑張らなきゃいけないな。日本が頑張
らなきゃいけないためには、問題発見のとこ
ろをますます、その能力も高めていかなきゃ
いけないし。問題解決能力、今、現暁煎でも
非常に中国は、その能力は日本を上回るぐら
いのことだと思います。そういう意味じゃ、
中国において研究開発拠点をつくることが、
ますますこれから増えるん じゃないですか、
と思います。
広崎　やはり営業から逆に研究開発を客観的
に見るという観点って、実は大事なんだなと
今つくづ く感服 したように聞かせていただき
ました。私も富士通さんの研究所の方とは非
常に親しくしていまして、いろいろ交流があ
るんです。もともと私はNECの 地方研究
所、開発グループで前半の20年を過ごして、
ある時期から事業も手伝えということになっ
て、後半20年、全て事業経営という形でやっ
てきたんです。
　そういった過程の中で、日、米、欧、そし
て今、中国と。それぞれのScience&tech-
nologyというか、科学技術に対するものの
見方、あるいはそれの実用化に対する思想の
在り方というのが、やっぱりそれぞれ違うな
ということを、今、振 り返ってつ くづく思っ
ていますし、そういう比較論でいうと、今の
中国って大変面白いと。面白いというのは、
私の話の中でも出しましたけども、アメリカ
が実用主義、プラグマティズムといわれます
けど、アメリカとはまた全然違った意味で、
中国はプラグマティックなんですよね。さっ
きのmp3なんか、まさにいい例で、いいも
のを作ればいいじゃないかということなんで
す。そういう基本的なチャレンジ精神、プラ
グマティックなチャレンジ精神ももともと
持っている、風土として持っているというこ
とと、一方で国策として政策を強化 している
こともございまして、非常に優秀な基礎研究
者 も育ってきています。中国はあまりにも広
いんで、中国のR&Dが 基礎寄 りなのか、
何とか寄りなのかって、とっても1本論でい
えない。地域、分野によってそれぞれ違いま
すんで、いえないんですけども。日本、アメ
リカは今まで基礎研究に相当お金も費やして
きたし、培ってきたんですが、我々の培って
きた基礎研究、基礎技術に相当するものを、
たぶん、まだ中国の方がbehindではあ りま
すけども、5年 から10年の間にほとんど同
等になるだろうというふうに見ています。こ
れは私もチンホア(金華)の先生方と全部交
流 して、いろいろ実際に経験 したその実感か
らいうと、まだ今はいろいろ論文は出してい
るけれども、論文のための論文、国がいうか
ら宿題で出しているっていうのがかなりあり
ます。本当に中身のある基礎研究というのは
まだまだ少ない。だけども、これも早晩、時
間の問題。というのは、人間の粒がいいんで
すね。非常に優秀です。したがって、5年か
ら10年で欧米の基礎研究 と同じレベルにな
るだろうと。
　それから、一方でプラグマティズムの方。
これ、私の例でいうと上海交通大学です。こ
ちらは南に行けば行 くほど、非常にプラグマ
ティックになるんです。日本の菅政権だか何
だかよく分かりませんけど、今の政権は。
「新成長戦略」で課題解決型うんぬんと言っ
ていますが、そんなことはもう中国の南に
行ってごらんなさい。もう、昔からやってい
ます。そのぐらい、プラグマティックに動い
ている。 したがって、理想的には中国のR
&D、 これを強化するんであれば、北と南、
それからやっぱりチ ョウアン(長安)と いう
歴史的な、非常に悠久な時間の中で文化を育
ててきたmの あるまちですね、シーアン
(西安)で すね。理想的にはこの3カ所 ぐら
いに、 日本に匹敵する国が10個あるような
もんですから、3ヵ所 ぐらいに将来的には研
究所が、R&D拠 点があってもいいんじゃ
ないかなと。それでもって、異なった視点の
見解を併せて、全く新しいイノベーションを
つ くり出す力を育成するというのも、これか
らの戦略として大事なんじゃないかなという
ふうに思います。
司会　ありがとうございました。今のお話の
中で印象に残 りましたのは、プラグマティッ
クな市場であると。それから、その中にはや
はり課題解決能力といいますか、それから新
しい問題を発見する能力、そういったものが
非常にプラグマティックな形で強いものが存
在する。それからもう1つは、非常に急速に
発展しているということだと思います、そう
いった中国におけるR&Dの 特性 といった
ものを踏まえた上で、市場を展開していくこ
とが大事だなと思います。
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